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人工衛星の利用等による地殻変動監視の推進 

―地殻変動等を多様な手法で的確に把握― 

 

１．背景・目的 

我が国は、ユーラシア、フィリピン海、北米及び太平洋プレートの境界付近に位置しており、

プレート相互の運動により、たびたび地震が発生する。このほか、数多くの活断層による地震、

活発な活動をしている火山等により地殻変動が大きい。陸域観測技術衛星２号（ALOS-2）等の人

工衛星の観測データを利用し、地表の変動を面的に把握する干渉 SAR 技術により、広域的な地殻

変動等の監視を推進する。 

また、南海トラフ地震は、今後 30 年以内に発生する確率が非常に高い評価となっており、東海

地方から四国地方にわたる太平洋岸の広域な想定震源域において、引き続き水準測量等の地殻変

動観測を稠密に実施する。 

多様な地殻変動観測を実施し、地殻変動監視等を行うことにより、我が国の防災・減災対策に

活用するとともに、国民の安全・安心に貢献する。 

 

２．事業の概要 

陸域観測技術衛星２号（ALOS-2）等の人工衛星からの観測データから SAR 干渉解析により、広

域的な地殻変動等の監視を推進する。 

南海トラフ地震の想定震源域、火山活動が活発で地殻変動の監視が必要な火山などにおいて、

多様な観測手法で地震・火山現象に伴う地殻変動監視の強化を図る。地殻変動は、水準測量によ

る精密な地殻の上下変動、宇宙技術を利用した GNSS 測量による水平及び上下変動、光波測距儀に

よる精密な辺長変化の観測などで正確に把握する。 
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４．事業の効果 

多様な観測で、地殻変動を詳細かつ広域に把握することにより、地震・火山現象に伴う地殻変

動の評価や予測及びメカニズム解明に貢献する。また、地殻変動等の状況の変化を的確に把握し、

防災・減災情報の基礎資料を提供することにより、国民の安全・安心への貢献が期待できる。 
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人工衛星の利用等による地殻変動監視の推進
－地殻変動を多様な観測手法で把握－

人工衛星で広域的に地殻変動等を捉える

陸域観測技術衛星２号（ALOS-2）等の人工
衛星で観測したデータを利用し、SAR干渉解析
により、地震や火山活動における地殻変動、地
すべり及び地盤沈下等の地盤変動を面的に監すべり及び地盤沈下等の地盤変動を面的に監
視する。

2011年東北地方太平洋沖地震
において干渉SAR*が捉えた地殻変動

*干渉SAR：
人工衛星から電波を送受信して 地表面の変動を監視する技術

南海トラフ地震の想定震源域で地殻変動を捉える

南海トラフ地震の想定震源域において、

人工衛星から電波を送受信して、地表面の変動を監視する技術

南海トラフ地震の想定震源域にお て、
水準測量による上下変動の観測を強化
し、地殻変動の変化を詳細に把握する。

水準測量により
詳細な 変

南海トラフ
想定震源域

効果

南海トラフ地震想定
震源域と観測地域

詳細な上下変
動を把握する

想定震源域
水準測量路線

地殻変動の状況を様々な手法で的確に把握することにより、国
民に対して迅速で正確な防災・減災情報を伝えることが可能
地殻変動観測により地震や火山噴火から国民の生命・財産を守
り、安全・安心に貢献




